
INASHIKI CITY 

８月定例記者会見次第 

と き 令和 6年 8月 29日（木） 

午前 10時～ 

ところ 稲敷市役所 

4階 全員協議会室 

1．市長あいさつ

2．令和 6年第 3回稲敷市議会定例会について 

提出案件概要説明   行政経営部長 

3． その他 

①稲敷市市制施行20周年記念事業について 総務課 

②職員用名札の変更について     総務課 

③第2回稲敷市持続可能な地域づくりシンポジウムについて  企画財政課

④令和6年度稲敷市文化祭について  生涯学習課 

4．質疑応答 





 

 

令和６年第３回 市議会定例会 提出案件 記者会見資料 

《Ｒ６．８．２９》 

 

■報 告 

     ・経営状況                  ・・・・・ ２件 

     ・一般会計継続費精算        ・・・・・ １件 

     ・健全化判断比率          ・・・・・ １件 

     ・資金不足比率           ・・・・・ ３件 

     ・債権放棄             ・・・・・ １件 

■議 案 

      ・専決処分の承認          ・・・・・ ５件 

      ・条例改正             ・・・・・ ６件 

      ・規約の変更            ・・・・・ １件 

      ・令和６年度 各会計補正予算    ・・・・・ ５件 

      ・令和５年度 各会計決算認定    ・・・・・１２件 

      ・財産の処分            ・・・・・ １件 

      ・市道路線の認定          ・・・・・ １件     

         合     計             ３９件 

■概 要 

○報告第５号 ＜一般財団法人稲敷市農業公社の経営状況について＞ 

・令和５年度事業報告、令和６年度事業計画 

○報告第６号 ＜株式会社いなしきエナジーの経営状況について＞ 

・第２期事業報告、第３期事業計画 

○報告第７号 ＜令和５年度稲敷市一般会計継続費精算報告書について＞ 

 ・稲敷工業団地開発推進事業に伴う埋蔵文化財調査業務  

 ・伊佐部Ⅰ地区地籍調査業務委託 

○報告第８号 ＜健全化判断比率の報告について＞ 

・実質赤字比率    なし    （早期健全化基準１２．９１％） 

・連結実質赤字比率  なし    （早期健全化基準１７．９１％） 

・実質公債費比率   ８．９％（早期健全化基準２５．０％） 

・将来負担比率    なし    （早期健全化基準３５０．０％） 

（資金不足比率の報告） 

○報告第 ９号 ＜稲敷市水道事業会計の資金不足比率の報告について＞ 

○報告第１０号 ＜稲敷市工業用水道事業会計の資金不足比率の報告について＞ 

○報告第１１号 ＜稲敷市下水道事業会計の資金不足比率の報告について＞ 

・水道事業、工業用水道事業、下水道事業の３会計ともに資金不足はなし。 
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○報告第１２号 ＜債権放棄の報告について＞ 

＜放棄した債権＞ 市営住宅使用料（59ヶ月分） 543,100円 

○議案第６８号 ＜専決処分の承認を求めることについて＞ 

※令和６年度稲敷市一般会計補正予算（第２号） 

補正額           ３８４，９０９千円 

補正後の予算総額  ２３，１３６，３３７千円 

 （歳出補正） 

重点支援地方創生臨時交付金給付事業  384,909 千円 

（歳入補正）  

     国庫支出金（地方創生臨時交付金）    384,909千円  

○議案第６９号 ＜専決処分の承認を求めることについて＞ 

※和解及び損害賠償額を定めることについて《ゆたか幼稚園》 

稲敷市結佐地内において発生した公用車の物損事故の和解、及び損害賠償額を定める

ことについて承認を求めるもの。 

・事故発生日   令和６年４月１９日 

・損害賠償額   １９７，９５６円 

○議案第７０号 ＜専決処分の承認を求めることについて＞ 

※和解及び損害賠償額を定めることについて《社会福祉課》 

稲敷市江戸崎地内において発生した公用車の物損事故の和解、及び損害賠償額を定め

ることについて承認を求めるもの。 

  ・事故発生日   令和６年５月９日 

  ・損害賠償額   ２２３，９３８円 

○議案第７１号 ＜専決処分の承認を求めることについて＞ 

※和解について《こども支援課》 

桜川地区児童クラブ敷地において発生した物損事故の和解について承認を求めるもの。 

 ・事故発生日           令和６年３月２７日 

 ・損害賠償額（保険金受取額）   ９７９，０００円 

○議案第７２号 ＜専決処分の承認を求めることについて＞ 

※和解及び損害賠償額を定めることについて《建設課》 

市道（新）３４５号線を走行中に発生した物損事故の和解、及び損害賠償額を定めるこ

とについて承認を求めるもの。 

 ・事故発生日   令和６年５月２２日 

 ・損害賠償額   ２５，０８０円 

○議案第７３号 ＜稲敷市附属機関設置条例の一部改正について＞ 

＜改正内容＞ 

   都市計画マスタープラン策定委員会の設置。 
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○議案第７４号 ＜稲敷市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正について＞ 

＜改正内容＞ 

 ・都市計画マスタープラン策定委員会の設置に伴う委員報酬の規定追加。 

・法務審議官の報酬及び費用弁償の額の見直し。 

○議案第７５号 ＜稲敷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正について＞ 

 ＜改正内容＞ 

  国の「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」の改正により保育士等の 

職員の配置基準見直し。 

   ・満 3歳以上満 4歳未満 20人につき 1人⇒15人につき 1人 

   ・満 4歳以上      30人につき 1人⇒25人につき 1人 

○議案第７６号 ＜稲敷市国民健康保険条例の一部改正について＞ 

＜改正内容＞ 

 国民健康保険法の改正による被保険者証廃止に伴う罰則規定の一部改正。 

○議案第７７号 ＜稲敷市消防団員の定数、任免、給与、分限及び懲戒、服務等に関する

条例の一部改正について＞ 

  ＜改正内容＞ 

  消防団員の減少に伴い条例定数を改正するもの。 

   ・1,150人⇒950人 

○議案第７８号 ＜刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理について＞ 

  ＜主な改正内容＞ 

  刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、罰則規定条項を持つ市条例について

用語の整理等を行うもの。 

   ・刑の種類で自由刑のうち「懲役」「禁錮」を「拘禁刑」に改める 

※改正する条例（６条例） 

・稲敷市議会の個人情報の保護に関する条例 

・稲敷市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例 

・稲敷市土採取事業規制条例 

・稲敷市職員の給与に関する条例 

・稲敷市消防団員の定数、任免、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例 

・稲敷市非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例  

〇議案第７９号 ＜茨城租税債権管理機構規約の変更について＞ 

 茨城租税債権管理機構規約の変更について、地方自治法第２９０条の規定により 

議会の議決を求めるもの。 

＜変更内容＞ 

  ・機構の共同処理する事務に国税（森林環境税）を追加 
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○議案第８０号 ＜令和６年度稲敷市一般会計補正予算（第３号）＞ 

補正額                  １５７，９６７千円 

  補正後の予算総額          ２３，２９４，３０４千円 

（主な歳出補正） 

    ・児童手当支給事業            ５８，５７５千円 

   ・道路維持補修事業           ３０，０００千円 

   ・中学校施設維持管理事業          ８，５２４千円  

   ・企業立地促進及び創業支援基金費    １２，８４０千円 

（主な歳入補正） 

  ・国庫支出金               ４６，９６５千円 

  ・財産収入（土地売払収入）       １１６，０００千円 

      ・繰入金                △３７，３８１千円 

      ・市  債                 ２４，０００千円 

 （地方債）  追加３件 変更１件 

〇議案第８１号 ＜令和６年度稲敷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）＞ 

〇議案第８２号 ＜令和６年度稲敷市介護保険特別会計補正予算（第１号）＞ 

〇議案第８３号 ＜令和６年度稲敷市基幹水利施設管理事業特別会計補正予算（第１号）＞ 

〇議案第８４号 ＜令和６年度稲敷市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）＞ 

 ・令和６年度各特別会計補正予算            単位：千円 

会  計 補正予算額 補正後の予算総額 

国民健康保険 19,110 5,185,789 

介護保険 159,905 4,269,152 

基幹水利施設管理事業 497 279,688 

介護サービス事業 60 17,256 

（主な歳出補正）    

 ・国民健康保険 前年度繰入金の精算による一般会計繰出金の増額他 

 ・介護保険   前年度の精算による国・県等償還金及び一般会計繰出金の増額 

 ・基幹水利施設管理事業   前年度繰入金の精算による一般会計繰出金の増額 

 ・介護サービス事業    居宅介護予防支援事務費の増額 

 

○議案第８５号 ＜令和５年度稲敷市一般会計歳入歳出決算認定について＞ 

 ・令和５年度一般会計の決算状況 

   歳入決算額        ２３，０７６，４８４，１０６円 

   歳出決算額        ２１，８６６，９６３，９００円 

   歳入歳出差引残額      １，２０９，５２０，２０６円 

   翌年度への繰越財源        ９９，４５９，０００円 

   実質収支額         １，１１０，０６１，２０６円 

   ※歳入 国庫支出金、県支出金、市債等の減少により 8.3％減少 

※歳出 農林水産業費、教育費等の減少により 7.8％減少 
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（令和５年度 各特別会計 決算認定） 

○議案第８６号 ＜令和５年度稲敷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について＞ 

○議案第８７号 ＜令和５年度稲敷市、稲敷郡町村及び一部事務組合公平委員会特別 

会計歳入歳出決算認定について＞ 

○議案第８８号 ＜令和５年度稲敷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について＞ 

○議案第８９号 ＜令和５年度稲敷市浮島財産区特別会計歳入歳出決算認定について＞ 

○議案第９０号 ＜令和５年度稲敷市古渡財産区特別会計歳入歳出決算認定について＞ 

○議案第９１号 ＜令和５年度稲敷市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算認定 

について＞ 

○議案第９２号 ＜令和５年度稲敷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい 

て＞ 

○議案第９３号 ＜令和５年度稲敷市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

いて＞ 

 

以上８案件 各特別会計の決算状況                  単位：円 

会  計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額 

国民健康保険 4,729,712,652 4,657,085,775 72,626,877 

公平委員会 310,599 175,000 135,599 

介護保険 4,161,544,498 3,922,546,926 238,997,572 

浮島財産区 4,375,948    3,394,351 981,597 

古渡財産区 4,014,866 3,980,677 34,189 

基幹水利施設管理事業 304,286,000 303,788,000 498,000 

後期高齢者医療 1,154,577,108 1,142,250,218 12,326,890 

介護サービス事業 11,424,835 8,729,904 2,694,931 

計 10,370,246,506 10,041,950,851 328,295,655 
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（令和５年度 各公営企業会計 決算認定） 

○議案第９４号 ＜令和５年度稲敷市水道事業会計決算認定について＞ 

○議案第９５号 ＜令和５年度稲敷市工業用水道事業会計決算認定について＞ 

○議案第９６号 ＜令和５年度稲敷市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算 

認定について＞ 

以上３案件 各公営企業会計の決算状況         （税込額）単位:円 

会  計 総収益（収入総額） 総費用（支出総額） 備   考 

水道事業    

 

 

 

（収益的収支） 1,016,349,344  959,677,446  

 

（資本的収支） 

 

 

 6,992,000 

 

245,559,735 

△238,567,735 

※補てん財源 

過年度分損益勘定

留保資金等 

工業用水道事業    

 （収益的収支） 10,900,414 5,430,777  

 

（資本的収支） 

 

 

 2,288,000 

 

19,492,000 

△17,204,000 

※補てん財源 

過年度分損益勘定留

保資金等 

下水道事業    

 （収益的収支） 2,323,682,922 1,744,150,647  

 

（資本的収支） 400,096,500 1,224,538,111 

△824,441,611 

※補てん財源 

損益勘定留保資

金、当年度利益剰

余金処分額等 

○議案第９７号 ＜財産の処分について＞ 

  稲敷工業団地用地として、市有地を処分するにあたり、地方自治法第９６条第１項 

第８号、並びに議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３ 

条の規定により、議会の議決を求めるもの。 

 ＜処分する財産＞ 

  ・所 在    稲敷市君賀の森１番３ 

  ・面 積    ５６，８８６㎡ 稲敷市持分 997／1000 

  ・処分方法   随意契約 

  ・処分の相手方 水戸市笠原町９７８番２５ 

          公益財団法人 茨城県開発公社 理事長 飯塚博之 

  ・処分金額   １１６，０００千円 

○議案第９８号 ＜市道路線の認定について＞ 

・首都圏中央連絡自動車道の整備において既設の市道の変更が生じたことなどの影響に

より、民間事業者の開発に伴い整備される市道（東）1711 号線を新たに認定するもの。 
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令和６年第３回稲敷市議会定例会 会期日程表 

（会期：９月３日～９月２７日 ２５日間） 

日次 月 日 曜日 開議時間 会議種別 議  事 

１ ９月 ３ 日 火 午前１０時 本会議 

◎開会 

◎市長提案理由の説明 

◎決算審査特別委員会の設置 

◎議案第９７号 討論、採決    

２ ９月 ４ 日 水  休 会 
議案調査日 

議案等質疑通告締切（正午） 

３ ９月 ５ 日 木 午前１０時 本会議 
◎一般質問 （６名／１０名のうち） 

（鈴木、髙山、寺﨑、無藤、椎野、松戸） 

４ ９月 ６ 日 金 午前１０時 本会議 

◎一般質問 （４名／１０名のうち） 

（浅野、山本、染谷、根本浩） 

◎発言通告による議案質疑 

◎常任委員会・決算審査特別委員会 議案付託 

５ ９月 ７ 日 土  休 会  

６ ９月 ８ 日 日  休 会  

７ ９月 ９ 日 月 午前１０時 委員会 
◎常任委員会・決算審査分科会審査 

（総務教育常任委員会） 

８ ９月１０日 火 午前１０時 委員会 
◎常任委員会・決算審査分科会審査 

（総務教育常任委員会） 

９ ９月１１日 水  休 会 （常任委員会・決算審査分科会審査 予備日） 

１０ ９月１２日 木 午前１０時 委員会 
◎常任委員会・決算審査分科会審査 

（市民福祉常任委員会） 

１１ ９月１３日 金 午前１０時 委員会 
◎常任委員会・決算審査分科会審査 

（市民福祉常任委員会） 

１２ ９月１４日 土  休 会  

１３ ９月１５日 日  休 会  

１４ ９月１６日 月  休 会 （敬老の日） 

１５ ９月１７日 火 午前１０時 委員会 
◎常任委員会・決算審査分科会審査 

（産業建設常任委員会） 

１６ ９月１８日 水 午前１０時 委員会 
◎常任委員会・決算審査分科会審査 

（産業建設常任委員会） 

１７ ９月１９日 木  休 会 （常任委員会・決算審査分科会審査 予備日） 

１８ ９月２０日 金  休 会 議事整理 

１９ ９月２１日 土  休 会  

２０ ９月２２日 日  休 会 （秋分の日） 

２１ ９月２３日 月  休 会  

２２ ９月２４日 火 午前１０時 委員会 ◎決算審査特別委員会 （全体審査） 

２３ ９月２５日 水  休 会 （決算審査特別委員会 全体審査 予備日） 

２４ ９月２６日 木  休 会 議事整理 

２５ ９月２７日 金 午前１０時 本会議 
◎委員長報告、討論、採決 

◎閉会  

7



一 般 質 問 通 告 書 一 覧 表 

 

令和６年第３回定例会 

質問

順位 

質問 

方式 
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答弁者 

１ 一 問

一 答 

鈴 木 正 志 

議 員 

小・中学校に

おけるいじ

めの現状と

対策並びに

重大事態発

生時の対応

について 

 平成２５年９月いじめの定義を明確化し、

いじめの防止や早期発見、適切な対処を目的

として、いじめ防止対策推進法が成立しまし

た。本市では、同法律に基づき稲敷市いじめ

問題対策連絡協議会等条例を制定して取り

組まれているところです。そこで、市内の小・

中学校におけるいじめの現状と対策並びに

重大事態発生時の対応について伺います。 

①過去３年間のいじめの認知件数について 

②いじめの内容について 

③いじめの早期発見のための取組みについ

て 

④いじめの実態把握から見えてきた課題に

ついて 

⑤稲敷市いじめ問題対策連絡協議会の役割

について 

⑥いじめの重大事態発生時の対応について 

⑦今後のいじめの対応と対策について 

教育長 

教育部長 

２ 一 問 

一 答 

髙 山  久 

議 員 

１．高齢者福

祉政策の推

進について 

①地域包括ケアシステムを構築するための

取組みが、要介護認定者数や認定率にどの

ように反映されたか 

②本市における要支援、要介護度別の構成割

合に対する評価と今後の推移、平均要介護

度の上昇を抑えるための取組みは 

③適切な介護予防施策を行うためには、地域

ごとで支援が必要な在宅一人暮らし高齢

者の実態を把握できる体制整備が必要と

考えるが見解を伺う 

④認知症高齢者の早期発見・早期対応に向け

た支援体制をどのように構築していくべ

きか見解を伺う 

⑤市内２か所の地域包括支援センターの取

組みをどのように評価しているか。また、

市として地域包括支援センターの機能強

化をどのようにしていくべきか見解を伺

う 

⑥これまでの地域包括支援センターの運営

手法を検討する時期にきていると考える

が見解を伺う 

市長 

副市長 

保健福祉部長 

２．旧阿波小

学校跡地利

活用推進事

業について 

①公募型プロポーザルにより事業化する最

大のメリットについて 

②旧阿波小跡地の土地利用計画について 

③今後の学校跡地など公共財産の運用方針

について 

 

市長 

副市長 

行政経営部長 
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３ 一 問 

一 答 

寺﨑久美子 

議 員 

１．食品ロス

削減推進計

画について 

 第３次稲敷市総合計画・第２章自然環境の

保全と循環型社会の構築「ゼロカーボンシテ

ィ宣言」による市民へのリサイクル意識の醸

成でゴミの排出量の減少推進への対応に、行

政として意識醸成促進と市民全体への意識

づけに「食品ロス削減推進計画」を提起し、

考えを伺います。 

市長 

副市長 

教育長 

地域振興部長 

市民生活部長

教育部長 

２．防災意識

の向上につ

いて 

 第３次稲敷市総合計画・安心安全をつくる

地域防災・現状と課題にも自ら取り組む自

助、地域で取り組む共助の意識醸成があげら

れ、防災意識の向上に取り組みとあるが、こ

れまでの一般質間の検証と、行政として「公

助」の防災意識を伺います。 

市長 

副市長 

危機管理監 

４ 一 問

一 答 

無藤智恵美 

議 員 

１．妊産婦補

助券と初診

時の助成に

ついて 

①本市の去年と１０、２０年前の出生数は 

②出生数低下に対する市長の受け止めは 

③初回健診に対して補助を出している市区

町村の例は 

④補助券を使用する期間や枚数の国の規定

は 

⑤近隣で、本市より多く補助券を出している

自治体があるが具体的に 

⑥初診時健診の助成、妊婦健診補助券の枚数

上限撤廃について、市として今後準備は可

能か 

⑦具体的にいつからの開始を検討されるか 

市長 

保健福祉部長 

２．成田空港

騒音問題に

ついて 

①成田空港の滑走路と現在建設中の滑走路

について 

②本市への影響の出ている滑走路と飛行時

間帯について 

③Ｃ滑走路開通後の１日あたりの飛行回数

と増加幅は 

④毎年の補助金の額とその使い道は 

⑤新旧滑走路の補助内容と申請率は 

⑥防音工事の適用範囲について 

⑦天候などにより航路やルートは変更され

るか 

⑧本市上空を飛ぶための成田空港と交わし

た条件は 

⑨航路変更による被害地域の変動からの、該

当区域の妥当性は 

⑩一種区域と隣接区域の基準について 

⑪当該区域制定基準の妥当性について 

⑫市から空港へ、騒音問題に対しての実績に

ついて 

⑬稲敷市、河内町、千葉県の助成範囲の差異

は 

⑭現在の交渉について、その返答と課題は 

⑮公害専門アドバイザーに関して 

⑯騒音問題に関して今後の展望を市長より 

市長 

行政経営部長 

市民生活部長 

５ 一 問 

一 答 

椎 野  隆 

議 員 

１．「市長へ

の手紙」など

市民提案に

ついて 

①手紙や提案などの市民からの実数 

②提案や要望で政策への実績 

③今後の進め方や市民への報告を強化する

べきと考えるが市の見解を伺う 

副市長 

行政経営部長 
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２．戦争遺族

会の活動状

況と平和推

進事業につ

いて（市民へ

の喚起と学

校授業の取

組みについ

て） 

①遺族会の会員数と活動について 

②遺族の声の記録はあるか 

③戦争のない世界、核兵器のない世界に向け

ての本市の現在までの取組みは 

④同様の学校での取組みは 

⑤来年、被爆から、終戦から、８０年を迎え

るが、例えば、広島から被爆者を迎えて、

被爆体験を聴くことなどを考えてはどう

か 

市長 

教育長 

保健福祉部長 

教育部長 

３．「イノシ

シ対策」につ

いて 

①現状は（被害状況、捕獲の頭数、バリケー

ド設置件数等） 

②他市町村との比較（１頭あたりの捕獲に対

する手当） 

③手当を増やしてはどうか 

④ジビエ料理を取り入れてはどうか 

副市長 

地域振興部長 

６ 一 問

一 答 

松 戸 千 秋 

議 員 

１．障がいの

ある子ども

の就学前支

援の充実に

ついて 

①当市における障がい児の就学前相談の流

れについて 

②教育委員会と社会福祉課との連携体制の

お考えについて 

市長 

副市長 

保健福祉部長 

教育部長 

２．稲敷市ゴ

ミ出し支援

訪問収集事

業について 

①令和４年１０月１日施行後の実績につい

て 

②ゴミの収集条件が厳しすぎると考えるが

条件の緩和のお考えについて 

市長 

副市長 

市民生活部長 

保健福祉部長 

７ 一 問

一 答 

浅 野 信 行 

議 員 

１．教員の負

担軽減につ

いて 

 多忙な業務により長時間労働が問題とな

っている学校の教員。文部科学省が２０２２

年度に行った調査では、中学校教諭の平日１

日あたりの勤務時間が１１時間１分と長時

間労働が続いているそうです。そうした中、

教員の負担軽減策の１つとしてＩＣＴを活

用した業務のデジタル化を進める自治体が

増えているそうです。本市の現状と対応を伺

います。 

教育長 

教育部長 

２．地方就職

学生支援事

業について 

地方就職学生支援事業とは、地方へ就職・移

住する学生を応援する事業です。本市の対応

を伺います。 

市長 

行政経営部長 

地域振興部長 

８ 一 問

一 答 

山 本 彰 治 

議 員 

１．通学のた

めの定期券

補助の拡充

について 

 令和３年度から、通学のための定期券補助

制度が始まりました。その利用者数は年々増

えており、市民にも広く利用されています。

しかしながら、対象にならない市民からは、

制度拡充の声が聞こえてきます。公共交通の

問題は、簡単に解決できるものではありませ

んが、広くより多くの市民が利用できるよ

う、制度拡充についてしつかり検討すべきだ

と思います。現状及び今後の展望について伺

います。 

市長 

副市長 

地域振興部長 

２．介護予防

のための事

業の今後の

展開につい

て 

 高齢化が急速に進む中で、介護予防の取組

みは大切な事業です。いこいのプラザでは、

コロナ禍で専任職員が一時的に不在となり

ましたが、今年から専任職員が再配置されま

した。今あらためて、今後の介護予防につい

て、どのように事業を展開していくのか伺い

ます。 

市長 

保健福祉部長 
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９ 一 問

一 答 

染谷久仁桂 

議 員 

稲敷市の人

口減少や過

疎化に歯止

めをかける

政策につい

て～その２ 

【１】成田空港との共存共栄を踏まえた地域

振興策 

①成田空港との共存共栄における政策の一

つである小学６年生のフライト体験です

が、中学生に向けた取組みについて伺いま

す 

②成田空港からの交付金の使われ方につい

て、今後の見直し点を伺います 

③姉妹都市の選定など成田空港を大いに活

用すべきと考えますが、その見解を伺いま

す 

④カーフューの弾力的運用に係る上乗せ分

の料金について伺います 

⑤市長の見解を伺います 

【２】教育及び子どもたちへの総合的支援策 

①義務育を終えた子どもたちの実態調査や

サポート体制について、また、その子ども

たちが郷土愛を育んでいく社会教育体制

について伺います 

②以前に質問した、スクールバスを利用して

いる高校生への補助制度構築に向けた進

捗を伺います 

③児童クラブにおける昼食の提供について

伺います 

④ひとり親世帯へのサポート体制について

伺います 

⑤市長の見解を伺います 

【３】市政・公共政策の展望 

①今後、本市として民営化すべき公共施設・

事業について考えを伺います 

②感動人口についての考え方、外交政策につ

いて、市長の方針を伺います 

市長 

副市長 

教育長 

行政経営部長 

地域振興部長 

市民生活部長 

保健福祉部長 

教育部長 

１０ 一 括

質 問 

根 本  浩 

議 員 

いじめ防止

対策推進法

における、い

じめの定義

について 

 いじめという定義はどこに潜んでいるの

か。いじめという認識はどこから来るのか。 

いじめは時代によって変化する矛盾をはら

む現象なのか。いじめゼロは矛盾をはらむも

のなのか。脳科学から考えた回避策から質問

します。 

教育長 

教育部長 
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令和６年８月２９日  

行政経営部総務課  
 

稲敷市市制施行 20 周年記念事業 全体事業計画 

 

■基本方針 

20 周年記念事業を通じて、稲敷市は以下の 3 つを目指します。 

① たくさんの方に20周年をお祝いしていただきます。 

② 先人たちのこれまでの歩みを振り返り、未来へ羽ばたくきっかけにします。 

③ 市の魅力を市内外に積極的に発信します。 

その結果、稲敷市に関わるそれぞれの人が持つ「希望・アイデア・想い・経験・実績などのタネ」が、それ

ぞれの人の「花」として市内のあちこちで咲くようにしたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■20周年記念事業キャッチフレーズ 

  キャッチフレーズを公募する（原則自由） 

  （参考）２０周年記念事業キーワード 

「２０周年」「お祝い」「感謝」「未来」「笑顔」「ツナガル」「花」 

 

■20周年記念事業を進める際の着眼点  

  「みんなの力を少しずつ集めてつくる20周年」「人と未来がつながる20周年」 

 （誰かの力を集めて作る→人が（人と市と）つながる） 

※日々精一杯の市民や企業、各課の力を大きく借りるのは難しい。 

※皆さんの善意と知恵と力を少しずつ借り集めて 20周年事業の原動力とする。 

 （誰かの未来を後押しする→（（誰かの）未来が（市の未来と）つながる） 

※誰かの叶えたい夢を後押しするきっかけにしたい。 

   ※稲敷市に貢献する人を、貢献する可能性がある人を称え応援し、稲敷市の未来を広げたい。 

 

■事業期間  令和７年４月１日～令和８年３月３１日  ※令和７年３月２２日に合併２０周年 

 

■記念事業の構成 

市主催

事業 

特別事業 市制 20周年を記念して新たに実施する事業 

【具体例】20周年記念式典、キャッチフレーズ募集事業、稲敷いなのすけ

の新ファミリー制作事業、稲敷市新課税標識（オリジナルナン

バー）作成事業、20周年記念表彰事業など 

冠事業 例年開催されている市主催事業に「市制 20 周年記念」の冠をつけて拡充

して実施する事業 

※各課にヒアリングしながら令和 7年度予算編成前に冠事業を依頼する。 

 

 

 

 

 

 

 
文化 

歴史 

技能 

産業 

生活 風習 

伝統 20年間で 

培った 

風土 

それぞれの花と

して咲かせたい 

20周年記念事業 

という「水」や「光」 

人が持つ 

希望・アイデア 

などのタネ 

20周年には市内あちこちで花が咲き、稲敷市を彩りたい。 
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プロモーション事業 20周年事業を全体的に効果的にプロモーションする。 

【具体例】20周年記念品作成事業（市勢要覧や記念品など）、広報稲敷特

集、横断幕・IC付近懸垂幕事業 など 

市民主

催事業 

市民公募事業 市民の皆さんが市制 20 周年を記念して行った事業または内容を拡充して

行った事業（（仮称）市民公募事業補助金事業を創設） 

 

■推進体制 

・市制施行20周年記念事業を進めるにあたっては全課の協力と意識醸成を図るため、検討経過や結果等につ

いては全職員に共有することを基本とする。 

・市民参画による市民会議を設置し、全体方針等について意見や提案をもらうことで市民の意見を反映した

事業とし、市民とともに市制施行20周年を祝う気運を醸成する。 

・20周年記念事業の原案はプロジェクトチームで検討し、推進本部に提案することとする。なお、プロジェ

クトチームの原案についてはワーキングチームを設置し、原案を検討することとする。 

【組織構成】 

①市制施行20周年記念事業推進本部（庁議メンバー） 

 20周年記念事業を実施するにあたり庁内実行委員会（庁議メンバー）を設置し、記念事業について

基本方針や事業内容、記念式典等の総合的な検討を行う。 

   ②市制施行20周年記念事業推進プロジェクトチーム 

20周年を迎えるにあたり記念事業として式典の開催や市民からの公募イベント等の実施に向けてプ

ロジェクトチームを設置し、調査・企画・調整等を行い、円滑に事業に取り組むことを目的とする。

また、プロジェクトチーム内に各種企画（案）を作成するワーキングチーム（総務課・秘書政策課・

企画財政課）を設置する。 

③市制施行20周年記念事業 市民会議 

市民とともに市制施行20周年を祝う気運を醸成することを目的として、市民の代表による意見を 

聴取し記念事業の検討を行う。 

メンバー 市長、副市長、教育長、区長会連合会、議会、教育委員、商工会、JA稲敷 

  【推進体制イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③稲敷市市制施行 20周年記念事業市民会議 
・基本方針 

・新キャラクター名称選定 

・市民公募事業選定 等 に対する意見 

 

市民・企業等・小中学校等 

①稲敷市市制施行 20周年記念事業 

推進本部（庁議メンバー） 
・基本方針の決定 

・事業内容、記念式典内容の決定 等 

 

②市制施行 20周年記念事業 

推進プロジェクトチーム 
・記念事業の調査・企画・調整 等 

 

 

 

 

 

市制施行 20周年記念事業 

推進ワーキングチーム 

・企画案の選定や庶務 等 

庁内 

市民等 

提案・応募等 意見聴取 回答 進捗報告 
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市
制
施
行

20
周
年
記
念
事
業
特
別
事
業
の
う
ち
事
業
概
要
が
決
定
し
た
事
業
の
一
覧
表
 

事
業
名
 

「
20

年
後
の
稲
敷
市
」
こ
ど
も
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
 

稲
敷
市
市
制
施
行

20
周
年
記
念
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
事
業
 

稲
敷
市
市
制
施
行

2
0
周
年
記
念
い

な
の
す
け
新
フ
ァ
ミ
リ
ー
選
定
事
業
 

稲
敷
市
市
制
施
行

2
0
周
年
記
念
事

業
市
民
等
自
主
企
画
事
業
補
助
金
 

募
集
内
容
 

(
支
援
内
容
) 

未
来
の
稲
敷
市
（
20

年
後
）
を
想
像

し
て
、
稲
敷
市
の
ま
ち
や
自
然
の
風

景
を
描
く
（
八
切
画
用
紙
）
 

稲
敷
市
市
制
施
行

20
周
年
記
念
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
 

※
要
件
は
原
則
自
由
。
 

い
な
の
す
け
新
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

3
案

の
中
か
ら

1
案
 

認
定
さ
れ
た
事
業
は
補
助
金
の
交
付
 

、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
、
の
ぼ
り
貸

与
、
市
で
の
広
報
 

対
象
者
 

①
市
内
学
校
に
通
う
小
中
学
生

 

②
市
外
学
校
に
通
う
市
内
在
住
小
中

学
生
 

稲
敷
市
お
住
い
の
方
 

勤
務
先
又
は
学
校
が
稲
敷
市
の
方
 

20
周
年
を
盛
り
上
げ
た
い
市
外
の
方
 

稲
敷
市
お
住
い
の
方
 

勤
務
先
又
は
学
校
が
稲
敷
市
の
方
 

20
周
年
を
盛
り
上
げ
た
い
市
外
の
方
 

所
在
地
及
び
主
た
る
活
動
場
所
が
稲

敷
市
内
で
あ
る
市
民
活
動
団
体
、

N
P
O
法
人
、
企
業
及
び
任
意
団
体
 

応
募
期
間
 

応
募
〆
切
 

上
記
対
象
者
 

①
市
内
学
校
令
和

6
年

9
月

30
日
 

②
市
外
こ
ど
も
令
和

6
年

9
月

9
日
 

令
和

6
年

9
月

3
日
（
火
）
～

 

令
和

6
年

10
月

22
日
（
火
）
 

令
和

6
年

9
月

3
日
（
火
）
～

 

令
和

6
年

10
月

2
2
日
（
火
）
 

令
和

6
年

7
月

8
日
(月

)
 ～

 

令
和

7
年

9
月

30
日
(火

) 

※
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
時
点
で
終
了
 

賞
 

(
補
助
金
額
) 

市
長
賞
、
市
議
会
議
長
賞
、
教
育
長

賞
、
市
民
会
議
賞
、
優
秀
賞
な
ど
 

1
名
（
図
書
カ
ー
ド

10
,0
00

円
）
 

な
し
 

応
募
者

10
名
に
抽
選
で
図
書
カ
ー

ド
1,
00
0
円
＋
い
な
の
す
け
グ
ッ
ズ
 

補
助
対
象
経
費
の

3
/
4
以
内
で
上
限

5
0
万
円
 

選
考
方
法
 

（
1
次
審
査
）
各
学
校
・
ﾌﾟ
ﾛｼ
ﾞｪ
ｸﾄ
ﾁ

ｰﾑ
の
審
査
 

（
2
次
審
査
）
推
進
本
部
の
審
査
 

（
最
終
審
査
）
市
民
会
議
の
審
査
 

市
民
会
議
、
推
進
本
部
、
ﾌﾟ
ﾛｼ
ﾞｪ
ｸﾄ

ﾁｰ
ﾑの

選
考
を
経
て

1
点
決
定
 

市
内
小
中
学
生
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
チ
ラ
シ
（
紙
媒
体
）
の
投
票
結

果
に
よ
り

1
点
を
決
定
 

提
出
さ
れ
た
書
類
を
基
に
審
査

 

目
的
適
合
性
、
実
現
可
能
性
、
公
共

性
、
将
来
性
、
PR

性
・
効
果
性

 

選
考
結
果
 

令
和

6
年

12
月
頃
発
表
 

令
和

6
年

12
月
頃
発
表
 

令
和

7
年

2
月
記
念
式
典
時
 

随
時
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

7
月
～
9
月
 
作
品
募
集
 

9
月
下
旬
 
1
次
審
査
 

11
月
上
旬
 

2
次
審
査
 

11
月
中
下
旬

 
最
終
審
査
 

12
月
 
 
 
結
果
発
表
 

2
月

 
 
 
記
念
式
典
で
表
彰

 

9
月
～
10

月
中
旬
 
作
品
募
集

 

10
月
下
旬
 
ﾌﾟ
ﾛｼ
ﾞｪ
ｸﾄ
ﾁｰ
ﾑ 

11
月
上
旬
 
推
進
本
部
（
庁
議
）
 

11
月
中
下
旬
 
市
民
会
議
 

12
月
 
 
 
結
果
発
表
 

2
月
 
 
 
記
念
式
典
で
表
彰

 

9
月
～
10

月
中
旬
 
投
票
 

10
月
下
旬
 
ﾌ
ﾟ
ﾛｼ
ﾞ
ｪ
ｸﾄ
ﾁ
ｰ
ﾑ 

11
月
上
旬
 
推
進
本
部
（
庁
議
）
 

11
月
中
下
旬
 
市
民
会
議
 

2
月
 
 
 
記
念
式
典
で
発
表

 

R
6
.7

月
～
R7
.9

月
末
 
提
案
受
付
 

随
時

 
書
類
審
査
⇒
結
果
通
知
⇒
 

交
付
申
請
⇒
交
付
決
定
 

R
7
.4

月
～
R8
.
3
月
末

 事
業
実
施
 

事
業
完
了
⇒
実
績
報
告
⇒
補
助
金
確

定
⇒
請
求
⇒
補
助
金
交
付
 

そ
の
他
 

・
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
 

・
応
募
作
品
は
公
共
施
設
、
市

LE
D

ビ
ジ
ョ
ン
、
広
報
紙
な
ど
に
掲
載
 

・
採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
市
制
施
行

20
周
年
の

PR
等
に
広

く
活
用
。
 

・
採
用
さ
れ
た
新
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
市

制
施
行

20
周
年
の

P
R
等
に
広
く
活

用
。
 

・
当
面
は
画
像
の
み
の
展
開
 

・
新
フ
ァ
ミ
リ
ー
決
定
を
受
け
、
 

20
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
予
定
 

・
応
募
は
団
体
あ
た
り

1
件
の
み
。
 

・
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
、
活
動
の

記
録
を
残
す
こ
と
。
 

・
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
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令和６年８月２９日  

行 政 経 営 部 総 務 課  

 

職員用名札の変更について 

 

 令和６年９月１日から、市職員が着用する名札の表記をフルネームから名字

のみに変更します。 

 

１ 変更理由   

これまで職員の名札は氏名（フルネーム）を表記しておりましたが、職員

の名前をインターネット上に公開されたり、個人情報を検索される恐れが

あることから、職員のプライバシーを守り、安心して働くことができる職

場環境づくりの一環として、職員用名札の名前の表記を名字のみに変更し

ます。 

 

２ 変更内容 

（１）名前表記  現 在：フルネーム 

         変更後：ひらがなの名字、ローマ字 

    ※誰にでも読みやすいユニバーサルデザインフォントを採用します。 

（２）役 職 名  現 在：役職名を表記 

         変更後：役職名を削除 

（３）課  名  現 在：部・課名を表記 

         変更後：課名 

 

３ 対  象    すべての市職員（正職員、会計年度任用職員、派遣職員） 

 

４ 変更時期   令和６年９月１日から 

 

５ そ の 他   今回の名札の変更にあわせ、各課の窓口に設置している 

座席配置図も廃止いたします。 
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令和６年８月２９日  

行政経営部企画財政課  

 

第２回稲敷市持続可能な地域づくりシンポジウムについて 

 

１ 日 時 

令和６年１１月１０日（日） 午後２時 開会 

 

２ 場 所 

稲敷市江戸崎中央公民館 大集会室（稲敷市江戸崎甲２１４８－２） 

 

３ 目 的 

持続可能な地域づくりを推進するため、行政、市民、企業等の情報共有化を図

り、それをもとに協働のまちづくりについて話し合うことができる場としてのシ

ンポジウムを開催する。 

 

４ 内 容 

テーマ「観光・交流の拡大による賑わいのある地域の再生」 

～地域への愛着を育む市民へのプロモーションとともに～ 

＜第 3次稲敷市総合計画 前期基本計画（R6～R9）重点プロジェクト 1より＞ 

 

時間 内容 

14:00 開会 市長挨拶など 

14:10～15:00 

（50分） 

第１部 基調講演 

茨城県営業戦略部営業戦略統括官 橘川 栄作 様 

≪演題 後日発表≫  

休憩（15分）  

15:15～16:15 

（60分） 

第２部 パネルディスカッション 

○パネリスト等 ≪後日発表≫ 

稲敷市及び周辺地域で本テーマに関する様々な取組をされている

方々４名にご登壇いただき、普段の活動のご紹介、観光客や交流人口が

拡大することでのメリット・注意点、稲敷市周辺地域のこれからの未来・

期待することなどについて意見交換をしていただきます。 

16:15 閉会 

16:15～16:45 

（30分） 

第３部 名刺交換会 

会場内を移動自由とし、登壇者・観覧者問わず名刺交換等を行える時間

とします。 

17:00 会場閉鎖 
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令和６年８月２９日  

教育委員会生涯学習課  

 

令和６年度稲敷市文化祭について 

 

 

１ 開催日  令和６年１１月２日（土）から１１月４日（月）まで 

 

２ 会 場  江戸崎中央公民館まつり会場 

       稲敷市江戸崎中央公民館（稲敷市江戸崎甲２１４８番地２） 

       新利根公民館まつり会場 

        稲敷市新利根公民館（稲敷市伊佐津３２３９番地１） 

       桜川公民館まつり会場 

        稲敷市桜川公民館（稲敷市須賀津２０８番地） 

       あずま生涯学習センターまつり会場 

稲敷市東支所（稲敷市結佐１５４５番地） 

※東地区の一部催しは、あずま生涯学習センターで１２月に開催予定。 

 

３ 目 的  市民の方々が日頃から行っている芸術文化活動の発表の場と、地域文化の振

興と交流を深めることを目的としている。 

 

４ 内 容  地区単位での住民同士のつながりを重視したイベントとして、『公民館まつ

り』の形で実施。展示発表、芸能発表、各種発表、模擬店、学校展示などを

開催。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 主 催   稲敷市文化祭実行委員会 
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『いなほホースコミュニティマルシェ』を開催します！ 

 

 

▽開催日時  令和６年９月 23日（月）午前９時～午後４時 

▽会  場  稲敷市役所 前面駐車場・芝生広場等 

（稲敷市犬塚 1570 番地 1） 

 
           ※お車でお越しの際は、お車は庁舎裏側駐車場へお停めください。 

           ※ゴミのお持ち帰りにご協力ください。 

           ※庁舎建物内での飲食はご遠慮ください。 

 

 

＜主なイベント内容＞ 

■ウィナーズサークル号の関係者及び稲敷市出身ジョッキーによるトークショー 

   栗山牧場（現ユタカファーム）生産馬ウィナーズサークル号の関係者のほか、

稲敷市江戸崎中学校卒業生の現役ジョッキー４名（黛騎手、草野騎手、菊沢騎手、

長浜騎手）も参加予定です。 

 

【開催時間】 

   10:00～10:45 日本ダービー馬ウィナーズサークル号の関係者トークショー 

   11:00～11:45 稲敷市出身ＪＲＡジョッキーによるトークショー 

  【開催会場】 稲敷市役所 ３階 331 会議室 

  【定  員】 70名 

※入場には整理券が必要となります。整理券は当日会場で配布します。 

 

■各種グルメやグッズ等の販売、ポニー乗馬＆エサやり体験 など 

 

 

 

 

【問合せ先】 

（企画・運営）稲敷市地域おこし協力隊７期生   

南口一朗 ℡ 090-7220-3461 

 

 市ホームページ 

稲敷市は、JRA（日本中央競馬会）主催Ｇ１レース日本

ダービー優勝馬である「ウィナーズサークル」号の生誕の

地です。 

乗馬や競走馬などのファンの皆さまとお馬さんの魅力を

共有できるイベントとして、『いなほホースコミュニティマ

ルシェ』を開催します。 

イベント内容の詳細はこちら      








